

























































































では、一つの墓地の中に門中墓から家族墓まで様々な墓が存在しているが、実際に納骨のために利用する墓としては、多くの地域で家族墓 多くなっている。家族墓が主流になった地域では、村墓や門中 は、拝みの対象として機能しており、実際に利用されていな ことが多い。　
全体的には家族墓化の動きが顕著であるが、村墓、門中墓と
いった共同墓が現在 も利用されている地域も存在する。先述のように、本島南部は門中墓を利用する地域であり、現在でも門中 成員 よって墓が共同利用されてい 本島南部以外では、名護市よりもさらに北の地域や離島でも村 ・門 墓・兄弟墓といった共同墓が現在でも利用されている場合がある。　
本章では、墓の所有形態の変化と、現在の地域ごとの墓の利
用のされ方についてまとめ 。これは、本島中南部への移住者家族がどこの地域の出身で、移住者の実家 は現在どのように利用されているか うことを考える上 重要である。故郷の墓が家族墓として利用され いるならば、 を継ぐ人物でない限り、分 者は新たに を建てなければならない。もし、移住者自身が墓の後継者であったり、村墓・門中墓・兄弟墓のような共同墓が利用できる立場にあるならば、故郷の墓に戻るか、移住先に新たに を設けるかの選択 迫られることになる。
― ―16

























入っていないのが気にかかる」と男性の妻に言ってきたので、墓を新しく建てることにしたという。 実家の墓は、現在でも兄弟墓として利用されている墓であり、以前から男性の母親は男性の妻に、男性の遺骨を座間味の墓に入れるようにと催促をしてきていた。妻は、座間味島の墓にあまり行ったことがなく、馴染み な 遠い墓に夫の遺骨を持って かれても困るという思いであった。そこで新たに本島に墓を建 、今は落ち着いて ると う。　
以上三家族の事例を紹介した。この三家族に共通することと










らも考慮した結果、本島に新しい墓を建てるという結果になった。Ｃ家の場合、先の二例と異なるのが、男性の実家の墓は兄弟墓であるということである。座間味島に残った兄弟たちは、この墓を利用して る め、Ｃ家ももし座間味島に残って れば同じように兄弟墓を利用する流れになっていたかもしれない。しかし、島から離れたことによって、家族墓を新設することが容易になったと考えら る。　
これらの事例のうち、Ｃ家以外の二つの家族は、夫の実家の








かし、この場合他と異な のが 移住者は男性ではなく、そ妻であることである。夫の死後、実家がある那覇市へと移住し、その後は名護市の墓へと通っていた 、結果的に墓を すことになった。男性 実 の は家族墓であるため、比較的容易に「墓の移動」は行えたと考えられる。　
最後のＣ家は、本島周辺離島である座間味島からの移住者家
族による墓の新設である 亡くなった男性 故郷は座間味島であるが、男性の妻は本島の出身である。座間味島の墓 兄弟墓として利用されているため、Ｃ家 新たに墓を建てなく も、座間味島の墓を今後も利用することが可能で った。息子の遺骨がきちんとした墓ではなく、寺院 納骨堂に安置されていたことにも不満が っ が、他 兄弟たちと同じよう 、兄弟を利用してほしいという願いもあったよう の妻は、墓前祭などで、座間味島の夫の実家の墓に行く機会が少なかった。夫の遺 を座間味島の墓に入れてしま と、その後もその墓を利用し続けなければならない可能性も出てくる。 れ
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含め、現在約二〇世帯であり、この成員によって墓が共同利用されている。墓そのものが つ作ら たかは不明である 昭和四六（一九七一）年に改修が行われている。昭和一四（一九三九）年生まれの話者が幼少のときにはすでに門中墓として利用していたことから考えると、 なくとも七〇年以上前にはあたことになる。　
仲嶺門中の成員の中にも戦後に都市部へと移住していった人
が何人かおり、墓を都市部に新しく建てる人もいれば、この中墓を利用する人も るという。話者である男性は三男であり、昭和三〇（一九五五 に仕事を求めて那覇市に移住をしてそこで所帯を持った。那覇市に出て約六 年にな が、故郷の墓に対する思い入れが強く タナバタ（七夕）の 掃除の日には、同じく那覇市に住む弟と一緒に墓掃除に訪れ この男性もいずれ死んだら仲嶺門中の墓に入るつもりであり 夭折した息子 こ 葬ったと う。　〈島門中の場合〉　島門中は字の中で最も大きな門中であり、かつては島門中か
らも神役が出されていたという。現在は三二世帯で構成されている。門中の墓は約一〇〇年前に建てられたとされている。島門中の成員の にも、戦後に職を求めて都市部へ 移住し行った人が何人かいる。移住者本人が都市部に新しく墓 建て
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中墓からの離脱の事例は、移住者本人ではなく、その妻によって墓が建て れているものである。これら 事例は 移住者の意に反して遺骨の移動が行われ、都市部 新しく墓が増える可能性を示している。移住者にとっては近く感じた故郷も そ家族にとっ は馴染みのない遠い土地に感じた とであろう。移住者の家族から聞かれる「墓行事の度に足を運ぶのが面倒」という言葉は、故郷に対す 想いの薄さを物語ってい 。移住者本人にとってのこの距離は、懐かしき故郷や、親戚との団欒を想えば「近い」も であり、墓行事も年に一、 二回だけ訪れれば良いだけのことかもしれない。　
しかし、移住者の妻にとっては、夫の親戚と顔を合わせる面

























































































 「沖縄県都市部における「霊園型 地 の受容」 『沖縄民俗研究』三二
　
沖縄民俗学会
倒な場に足を運ばなければならず、夫の死後も夫の遺骨がそこにある限り、わざわざ通い続け ければならない「遠い」距離である。移住者の家族にとっては、現在暮らしている都市部が故人との思い出の場所であり、馴染みの い「故郷」ではなく、自分たちの近くに墓が る方が何かと都合がいいようである。　
また、移住者の故郷の墓が共同墓であった場合、その墓を利
用せずに新しい墓を建てることが その共同体との関係を保つ上で好ましくないことも 実際 移住後も故郷 墓を利用し続ける人は多く、 郷から遠く離れてもその影響下にあることが窺える。しかし、家族内でそ 意識 共有されているとは限らないの ある。　
移住者本人に故郷の墓に入る意志があっても、必ずしも思い
通りにはいかない。家族内での故郷や の墓に対する想いズレは、都市部での墓 新設、遺骨の移動 いう動きに繋 る可能性があり、これも都市部の移住者の墓増加の一因 なっているのである。註（
1）
 「墓の移動」とは、主に墓の継承者の移住により、移住先に新たに墓を建て、以前の墓から遺骨を移すことである。越智は、 「墓を移す」という話者の語り 、 「 葬」や「改葬」という表現を避け、 「墓の移動」という表現を用いるとしている［越智
　
二〇〇九：六五］ 。筆者が話を聞いた話者も、同じように「墓を
